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北海道開発局
釧路開発建設部

新型コロナウイルスの感染拡大防止の状況下での取組について

・ 例年4月に実施していた幹事会を、6月に書面開催として実施。

・ 例年6月に実施していた合同巡視の実施については、中止。 6

月に書面開催した幹事会で周知。

・ 排水ポンプ車及び照明車を使用する災害対策機械操作訓練は
6月に下オソベツ樋門（標茶町）、7月に愛国樋門（釧路市）で、
報道発表せずに最小人数での関係者のみにより実施。

・ 水防団員等を対象に、水防技術力の向上と伝承を目的とする
「北海道地区水防技術講習会」は、新型コロナウイルス感染拡大
防止対策を行い、１０月１４日に実施予定。今後、実施状況等を
情報提供。
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供１ 避難の考え方１
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供１ 避難の考え方２
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供１ 避難の考え方３
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供１ 【参考】避難所等の備蓄品整備に活用できる交付金等について

※また、防災資機材については、国土交通省の防災・安全交付金の効果促進事業（ソフト事業）により
対応できる場合がありますので、北海道の各基幹事業の担当、または下記にご相談ください。
（問い合わせ先）

北海道開発局 事業振興部 都市住宅課 ・ 建設部 地方整備課 ・ 港湾空港部 港湾計画課

TEL 011-709-2311

「地域づくり総合交付金」
北海道の地域づくり推進事業（一般事業）による整備が可能です。
制度の詳細は、北海道のホームページをご覧ください。
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/subsidy/top2.htm
（問い合わせ先）
各総合振興局・振興局 地域創生部 地域政策課

「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」
制度の詳細は、内閣府のホームページをご覧ください。
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/rinjikoufukin/
（問い合わせ先）
内閣府地方創生推進室（臨時交付金特設チーム）TEL 03-5501-1752
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供２ 基準水位の暫定運用について１
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供２ 基準水位の暫定運用について２
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供２ 基準水位の暫定運用について３
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供３ 水害リスクラインの今後の予定

※「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎の水位の計算結果
と堤防高との比較により、左右岸別に上流から下流まで連
続的に洪水の危険度を表示することが可能となるシステム
です。 https://frl.river.go.jp/ 9



北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供４ 要配慮者利用施設の避難確保計画作成講習会１

道内では平成30年度に帯広市、平成31年度に名寄市、士別市、下川町、美深町、音
威子府町、中川町、剣淵町、和寒町で講習会を実施。
本年度は、新型コロナウイルス拡大防止のため、講習会の実施について未定。
道内での実施がありましたら情報提供いたします。

10



北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供４ 要配慮者利用施設の避難確保計画作成講習会２
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供５ 災害対策用機械の貸し出しについて１

北海道開発局では、市町村等の各自治体で発生した災害に対し、当該自治体の要請によ
り、その被害を最小限とするため当局保有の災害対策用機械を貸し出しできる
体制を整えています。

釧路開発建設部保有の災害対策用機械
①排水ポンプ車（３０m3  / min ） ： ２台 （釧路市及び標茶町）
②照明車（２０ｋＶＡ、ポール式） ： １台 （標茶町）
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供５ 災害対策用機械の貸し出しについて２

①第一報
自治体から釧路開発建設部へ電話等による連絡で要請できます。要請時には、(1)使用場所(2)目的

(3)機種(4)台数(5)担当者連絡先を伝えて下さい。

当部の窓口は、防災対策官となっています。防災対策官が、要請者や北海道開発局防災課との調
整窓口となり、部内関係課との災害対策用機械出動に係る事項の総合調整を行います。

②第二報
第一報に引き続き速やかに以下の内容を連絡（ＦＡＸ等）して下さい。
・現地の状況が把握できる図面（機械の搬入経路、機械配置場所等）
・災害現場派遣担当者の連絡先
・その他必要事項

③要請に当たっての事務手続き

事務手続きは、災害対応が安定した後に、定められた所定の事務様式により釧路開発建設部と自治
体で行います。
・災害対策用機械貸受（変更）申請書
・建設機械貸付契約書（無償貸付契約）

要請方法

④要請時留意事項
・排水ポンプ車の作業はポンプの機能上、ポンプ投入箇所の水位が１ｍ以上
必要です。

・１台の排水ポンプに接続する排水ホース長は最大５０ｍです。
・長期の稼働の場合は燃料（軽油）補給車の手配が必要です。

連絡先：0154-24-7364(代表) ファクシミリ：0154-25-9022
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供５ 災害対策用機械の貸し出しについて３

要請方法（フロー）

大雨により災害対策車が複数必要な場合、北海道開発局の各建設部で保有している
災害対策車を現地に配置する事もあります。他の市町村で災害対策車が活動して い
る場合でも、要請の際には調整いたしますので、担当にご相談ください。
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供５ 災害対策用機械の貸し出しについて４

出動経費負担

災害対策用機械は無償貸付となりますが、出動に要する経費(作業要員、燃料等) は、
自治体負担となります。参考までに、当部で保有している機械の経費を以下に
示します。

①必要経費項目
・労務費（設置、復旧作業、撤去）
・燃料費・クレーン借上費（別途必要な場合）
・諸経費

②出動経費の目安

・排水ポンプ車（算出条件：１泊２日、２４時間運転）
約２０～３０万円

・照明車（算出条件：１泊２日、照明点灯１０時間）
約７～１０万円
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北海道開発局
釧路開発建設部

情報提供５ 災害対策用機械の貸し出しについて５

排水ポンプ車設置イメージ

(３０m3／min)

総重量約10ｔ

※水深１m以上必要
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